
子ども・子育て支援事業計画策定のためのニーズ調査”独自設問”案

区分 独自設問（案）

未就学
就学

市の子育てに関する情報をどのように入手していますか。（あてはまる番号２つまでに○）

１．市役所や市の機関 　　２．市の健診　　３．広報紙　　 ４．ウェブサイト　　５．友人　６．保育所・幼稚園・学校　　７．病院　　 ８．情報の入手先が分からない
９．その他（　　　　　　　　　　　　　　）

未就学
就学

近年スマートフォンやタブレットPC端末の普及が進んでいますが、子育てにスマートフォンなどのアプリを活用していますか。（○はひとつ）
１．ほぼ毎日活用している 　アプリの内容（　　　　　　　　　　）　２．ときどき活用している 　３．活用していない

未就学
就学

子育てをするうえで、必要な情報はどのようなことですか。　あてはまる番号すべてに○をつけてください。

１．子どもが友達と遊んだり、家族ですごせる公園等の施設　２．子育てに関する事業や相談先　３．児童手当等の助成制度　４．子どもが急に病気等になった際の対処方法
５．子育て世代が交流できる場所やイベント情報　６．子育てをしながら就職を希望している人への支援等　７．その他（　　　　　　　　　　）

未就学
就学

お子さんの起床・帰宅・就寝時刻は何時ですか。時間を記入し、分の単位は「０」か「30」に○をつけてください。

起床時刻　（　　　　　）時（ ０ ・ ３０ ）分頃
帰宅時刻　（　　　　　）時（ ０ ・ ３０ ）分頃
就寝時刻　（　　　　　）時（ ０ ・ ３０ ）分頃

未就学
就学

お子さんは帰宅後、家庭で主にどのように過ごしていますか。　あてはまる番号２つまでに○をつけてください。
１．テレビ　 ２．ゲーム、スマホ　３．外遊び　 ４．宿題などの学習　５．インターネット 　６．テレビ、ゲーム以外の室内の遊び　７．その他（　　　　　　　　　　）

未就学
就学

お子さんと一緒に過ごす中で心掛けていることは何ですか。　あてはまる番号すべてに○をつけてください。

１．規則正しい生活 　２．子どもとの会話　３．ルール決め（ゲームやスマホ、TV等の時間など）　４．親子で一緒にできるスポーツや趣味　 ５．勉強しやすい学習環境
６．家庭での手伝い 　７．その他（　　　　　　　　　　　）

未就学
就学

子どもの家庭外での過ごし方を把握していますか。（あてはまる番号１つに○）

１．よく把握している　　 ２．ある程度把握している　　３．あまり把握していない　　 ４．把握していない

未就学

お子さんを連れて外出する際、外出先で困ることはありますか。各項目であてはまる番号１つに○をつけてください。

【選択肢】 １．とても困る　２． どちらかといえば困る　３． どちらかといえば困らない　４． まったく困らない

１．親子で移動する際のバリアがある（歩道がない、幅がせまい、段差がある、看板があってベビーカーで通りにくい等）
２．親子で外出した施設での設備がない（エレベーターがない、トイレが子ども連れ対応ではない、駐車場が狭くベビーカーが使いにくい、授乳する場所がない等）
３．親子で遊べる身近な場所がない（歩いていける距離にない、行くまでに時間がかかる、遊具が充実していない等）
４．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

未就学
就学

子育てに関して、日常悩んでいること、また、気になることはどのようなことですか。（あてはまる番号すべてに○）

１．病気や発育・発達に関すること　　２．食事や栄養に関すること　　３．育児の方法がよくわからないこと　４．子どもとの接し方に自信が持てないこと
５．子どもとの時間を十分とれないこと　６．話し相手や相談相手がいないこと　　７．仕事や自分のやりたいことが十分できないこと　８．子どもの教育に関すること
９．友だちづきあい（いじめ等を含む）に関すること　10．登園拒否などの問題について　　11．子育てに関して配偶者･パートナーの協力が少ないこと
12．その他（　　　　　　　　）　　13．特にない

未就学
就学

具体的に悩んでいることや不安に思っていることがあればお答えください。　（○はいくつでも）

１．生活リズムが規則的にならない 　２．子どもの性質や性格が気になる　３．トイレトレーニングの時期ややり方がわからない
４．テレビやビデオの見せ方がわからない　 ５．安全な外遊びの場所がない　６．アレルギー（アトピーやぜんそく）のことで困っている　７．体重が増えない
８．おもちゃや絵本の与え方がわからない　９．ベビーフードの与え方がわからない 　10．母乳の出が悪い　11．体重が多すぎる　 12．言葉の遅れが心配だ
13．紙おむつか布おむつか迷っている　14．その他（　　　　　　　　　　　）

未就学
就学

子育てをするうえで、負担に感じていることはどのようなことですか。　（あてはまる番号すべてに○）

１．子育てによる身体の疲れが大きい　　２．子育てで出費がかさむ　　３．自分の自由な時間が持てない　４．夫婦で楽しむ時間がない　　５．仕事が十分できない
６．子育てが大変なことを身近な人が理解してくれない　　７．子どもが病気がちである
８．その他（　　　　　　　　　　）　　９．特に負担に思うことはない

未就学
就学

自分にとって、子育てを楽しいと感じることが多いですか、それとも辛いと感じることが多いですか。（あてはまる番号１つに○）

１．楽しいと感じることの方が多い　２．楽しいと感じることと辛いと感じることが同じくらい　３．辛いと感じることの方が多い　４．わからない　５．その他（　　　　　　　 ）

「１．楽しいと感じることの方が多い」に○をつけた方にうかがいます。　子育てをする中で、どのような支援・対策が有効と感じますか。（あてはまる番号３つまでに○）

１．妊娠・出産に対する支援　２．子育てに関する相談や情報提供の充実　３．父親などの育児参加の促進　４．親同士の交流に対する支援
５．身近な場所で子育て家庭と地域の人が気軽に集まれる場の提供　６．地域における子どもの活動拠点の充実　７．保育サービスの充実
８．乳幼児の遊び場（公園や子ども館など）の整備　９．子育て家庭の家事を支援する活動　10．その他（　　　　　　　　　 ）

「２．」もしくは「３．」（子育てに辛さを感じている）に○をつけた方にうかがいます。　自分にとって子育ての辛さを解消する為に必要なことは何ですか。
（あてはまる番号３つまでに○）

１．妊娠・出産に対する支援　２．子育てに関する相談や情報提供の充実　３．父親などの育児参加の促進　４．親同士の交流に対する支援
５．身近な場所で子育て家庭と地域の人が気軽に集まれる場の提供　６．地域における子どもの活動拠点の充実　７．保育サービスの充実
８．乳幼児の遊び場（公園や子ども館など）の整備　９．子育て家庭の家事を支援する活動　10．その他（　　　　　　　 ）

未就学
就学

ゆったりとした気分で子どもと過ごせる時間がありますか。（あてはまる番号１つに○）

１．ある　　 ２．ときどきある　　３．ほとんどない　　 ４．まったくない

未就学
就学

「子育てをこんなふうにしてみたい」、「お子さんにどう育ってほしいか」等、子育てについての希望や夢についてお聞かせください。

①母親 （　　　　　　　　　　　　　）　②父親（　　　　　　　　　　　　　　　）

未就学
就学

隣近所とのお付き合いはありますか。（あてはまる番号１つに○）

１．あいさつをする程度　　２．ときどき立ち話をする程度　３．困っている時に相談にのってくれたり、助けてくれる　　４．ほとんど付き合いはない　　５．その他（　　　　　　）



未就学
就学

地域の関わりにどのようなことを期待しますか。（あてはまる番号２つまでに○）

１．子どもに気軽にあいさつやおしゃべりをしてくれる　２．いたずらや危険なことをしたときに注意や報告をしてくれる　３．通園・通学時に安全を確保してくれる
４．子どもにスポーツや遊びなどの指導をしてくれる　５．緊急時に子どもを一時的に預かってくれる　　６．子育てについて気軽に相談にのってくれる
７．その他（　　　　　　　　　　　　　　　）　　８．特にない

未就学
就学

仕事と子育ての両立について、保護者の方はどのような状況ですか。　あてはまる番号１つに○をつけてください。
※父親・母親それぞれご回答ください。ひとり親世帯の場合は、ご本人についてのみお答えください。また、祖父母等の親族の方が保護者の場合、回答は不要です。

１．仕事を優先している １．仕事を優先している　２．やむをえず子育てより仕事を優先している　３．仕事と子育ての両立を図るよう努めている
４．やむをえず仕事より子育てを優先している　５．子育てを優先している 　６．その他（　　　　　　　　　　　　　　）

未就学
就学

一般的に児童虐待が起こる理由は何だと思いますか。　あてはまる番号２つまでに○をつけてください。

１．児童虐待を「しつけ」と考える風潮（社会の理解・認識不足）　２．保護者の子育てに対する経験や知識の不足　３．家庭の貧困等に伴う生活への不満やストレス
４．家庭内の不和　５．子育てに関する強いストレス ６．家庭内や地域からの孤立　７．保護者自身が子どものころに虐待を受けていた
８．子どもの病気や障がいへの理解不足　９．子どもの発育・発達への理解不足　10．その他（　　　　　　　　　　　　　）

未就学

＜幼児教育の無償化について＞
３歳から５歳までの子どもたちの幼稚園、保育園、認定こども園などの利用料が無償化されます。
消費税率引上げ時の2019年10月１日からの実施を目指すこととされています。主な内容は、次のとおりです。
○幼稚園、保育園、認定こども園などを利用する３歳から５歳のすべての子どもたちの利用料が無償化されます。
○０歳から２歳時の子どもたちの利用料については、住民税非課税世帯を対象として無償化されます。

この無償化が実施された場合に、あて名のお子さんの平日の教育・保育の事業として「定期的に」利用していと考える事業をお答えください。（○はいくつでも）
１．幼稚園（通常の就園時間の利用）　２．幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち定期的な利用のみ）
３．認可保育園（国が定める最低基準に適合した施設で都道府県等の認可を受けたもの）　４．認定こども園（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設）
５．小規模保育事業（国が定める最低基準に適合した施設で市町村の認可を受けた定員おおむね６～19人のもの）
６．家庭的保育（保育者の家庭等で子どもを保育する事業）　７．事業所内保育施設（企業が主に従業員用に運営する施設）
８．自治体の認証・認定保育施設（認可保育園ではないが、自治体が認証・認定した施設）　９．その他の認可外の保育施設
10．居宅訪問型保育（ベビーシッターのような保育者が子どもの家庭で保育する事業）　11．ファミリー・サポート・センター（地域住民が有償で子どもを預かる事業）
12．その他（　　　　　　　　　　　　　　　 ）

未就学
就学

行政に対して、どのような子育て支援の充実を期待しますか。（あてはまる番号すべてに○）

１．親子が安心して集まれる身近な場、イベントの機会がほしい 　２．子ども連れでも出かけやすく楽しめる場所を増やしてほしい
３．子育てに困ったときに相談したり、情報が得られる場をつくってほしい 　４．安心して子どもが医療機関にかかることができる体制を整備してほしい
5．残業時間の短縮や休暇の取得促進など、企業に対して職場環境の改善の働きかけ　6．子育てについて学べる機会をつくってほしい　7．その他（　　　　　　）

未就学
就学

下記に挙げる項目について、行政の施策に関するご意見・ご要望を記入してください。

（１）子育てをする上で、周囲（地域、身近な人、行政など）からどのような子育て支援があると嬉しいですか。
（２）あなたが、同じ子育て中の方のサポートやボランティアとして、何かできる活動はありますか。
（３）その他（情報提供の方法、遊び場についてなど）

未就学
就学

子育て支援施策に期待することは何ですか。　各項目であてはまる番号１つに○をつけてください。
 
 【選択肢】１．低い　２． やや低い　３． どちらともいえない　 ４．やや高い　５． 高い

１．子育てに関する相談、情報提供、交流の場の充実　２．親同士や高齢者との世代間交流の場の充実 　３．健診や訪問などの充実 　４．食に関する指導や情報提供の充実
５．子どもの医療機関の充実 　６．子どもが、家族の絆の大切さを学ぶことができる場の充実 　７．園や学校教育環境の充実 　８．放課後等の子どもの居場所の充実
９．児童虐待やいじめ等の対策の充実 　10．障がいがある子どもへの施策の充実 　11．ひとり親家庭に対する支援の充実　12．保育園、幼稚園のか所数や内容の充実
13．仕事と子育ての両立について事業主や職場に対する啓発　14．産業振興による若者定住促進　15．地域の文化活動を生かした子育て支援
16．親子トイレ、授乳コーナー等、子どもにやさしい環境整備の充実　17．犯罪や交通事故から子どもを守る取り組みの充実
18．命の大切さ、性や薬物等に関する知識の習得機会の充実 　19．その他（　　　　　　　　　　　　）

未就学
就学

日頃の悩みや困りごと等をふまえて、特に行政にしてほしい子育て支援がありましたらお聞かせください。（○はいくつでも）
※今後の希望または経験を踏まえて選択してください。

（１）子育て家庭の就労環境について
１．職場における子育ての協力 　２．出産後の就労支援の充実　３．育児休業の取得援助

（２）子育ての経済的負担について
１．保育料・教育費の軽減 　２．児童手当・所得制限の見直し　３．妊娠・出産にかかる経済的援助　 ４．こどもの医療費助成の拡充　５．多胎児家庭支援の充実
６．ひとり親家庭支援の充実　７．認可外施設への助成・利用料補助の充実

（３）幼稚園・保育園・こども園・その他認可外施設に関することについて
１．保育園・こども園の一時預かり事業の充実　　２．幼稚園の預かり保育の充実 　３．保育園・こども園などの保育施設の入所枠の拡大（新設、定員の増加）
４．病児・病後児デイケア事業の充実　 ５．幼保一体化　６．幼稚園の入所枠の拡大（新設、定員の増加）　７．職員の増員・質の向上
８．保育園・こども園などの保育施設の入所資格の緩和　９．障害児保育・教育の充実 10．幼稚園・保育園等の情報案内の充実　11．教育・保育内容の充実
12．給食の充実 　13．保育園などの休日保育の充実　14．夜間保育の充実

（４）その他の子育て支援サービスについて
１．子育て支援サービスの情報案内の充実 　２．子育て家庭の交流機会の充実　３．子育て支援団体等への支援拡充 　４．ベビーシッターや産後ヘルプ事業の充実
５．相談事業の充実 　６．健診・予防接種等保健サービスの充実　７．働いていない保護者のいる家庭への支援の充実　８．居宅養育支援の充実
９．児童の虐待対応・相談の拡充

（５）子育て環境について
１．子育て支援施設の拡充 　２．児童公園等子どもの遊び場の充実　３．居住・住宅環境（道路環境を含める）の改善　４．子育てに対する地域社会の理解の向上
５．公共交通機関の充実


